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■　予防接種の効果
インフルエンザ予防接種は、インフルエンザによる重篤な合併症や死亡を予防します。
新型コロナワクチン接種は、コロナにかかった際の入院や死亡などの重症化を予防します。　
※ウイルスの型により、接種をしてもかかる場合があります。

■　予防接種の副反応
　副反応には、注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下痢、発熱、リンパ節の腫れなどがあります。こうした症状の大部分は、接種後数日以内に回復します。
　接種後普段と変わったことがあった場合は、医師に相談してください。

■　接種してはいけない人
　１．接種当日、明らかに発熱のある者（通常は37.5℃を超える場合）
　２．重篤な急性疾患にかかっている者
　３．予防接種の接種液の成分により、アナフィラキシーショックを起こしたことがある者 
　４．その他、予防接種を行うことが不適当な状態と医師が判断した者

■　予防接種を受けた後の注意事項
１．接種後30分間は、急な副作用が起こることがありますので、医師とすぐ連絡が取れるようにしておきましょう。
２．接種当日の入浴は差し支えありませんが，注射した部位をこすることはやめましょう。
３．接種当日は接種部位を清潔に保ち、いつもどおりの生活をしましょう。激しい運動や大
量の飲酒は避けましょう。
４．接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、
速やかに医師の診察を受けてください。

■　予防接種による健康被害救済制度
定期予防接種を受けたことにより、健康被害（疾病・障害又は死亡）が生じた場合には、国が認定を行い、予防接種法に基づく給付を受けることができます。
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